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 ロータリーコーディネーターは戦略計画のクラブのサポートと強化を支援 

そこでここ 3年間の 34地区の会員増強を分析し、私見を述べたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各クラブ・地区の努力により 2015 年 10 月 30 日現在、2,036 人増の 89,469 人 

 

日本のロータリーも 2013年度で下げ止まりに成り増加傾向になってきました 

3年連続増加地区は 6地区あり、逆に減少しているのは 2地区であります。 

会員増強の地区をみますと、新クラブを創立した地区が上位をしめており、 

いかに増強に必要か、理解できます。 

  

 そこで新クラブ創立の実例をあげると、2780地区、相模原橋本ＲＣが 2014年

6 月 22 日にＲＩ加盟認証状伝達式を 48 名で挙行されました。相模原市は平成

19年に大合併し人口 70万人、22年に政令指定都市に移行、古くは軍都であり、

おらが村、意識が強い地域でクラブは 10 クラブ、ここ橋本は周辺人口 10 万人

で、将来リニア新幹線の駅も出来、都市再生特別措置法に指定され、相模原市

の中心的町になりつつあります。そこに新クラブが誕生しました。 

  

ロータリー研究会が開催され会員増強についての質問に、ラビンドランＲＩ 

会長は「日本のクラブは高い会費で昼食をとり例会がおこなわれている。今、

ロータリーは、若い会員、女性会員を求めているのに、現在のクラブにはなか

なか入会できない、そこで新クラブをつくることです、Ｅクラブや衛生クラブ 

等、」ロータリーはあくまでもクラブが主役です。クラブの細則を見直して、 

楽しいクラブを作り、ロータリーの心、親睦と奉仕活動に邁進して下さい。 

 


